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巻末資料 

 

１ 令和８年度県立学校一覧 

 
＜県教育委員会「市町村教育委員会・公立学校等一覧（令和８年５月１日時点）」から引用、編集＞ 
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２ 高校教育改革に関する基本方針（グランドデザイン） 
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３ 高等学校等教育改革促進事業（改革先導拠点）（令和８年９月15日時点） 
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４ 県立学校アンケート結果 

 

令和８年５月 監査委員事務局 

 

令和８年度行政監査に係る県立学校調査結果 

 

Ⅰ 調査概要 

 

令和８年度行政監査テーマ（県立学校の財務事務の効率化及び教育環境の向上）について、県

立学校の財務事務に係る不備の解消、教員・事務職員間の更なる事務分担の見直し、学校間の事

務の共同化による効率化、学校施設の適切な老朽化対策等を促す監査を実施することにより、よ

り幅広い視点から教育環境の向上や県立高校の魅力づくりに寄与することを目的とし、各学校に

おける取組を調査したもの。 

 

調査票１ 

  ・調査項目 １ 財務事務の執行に当たっての取組等 

        ２ 事務職員の資質向上のための取組 

        ３ 県立学校の事務の負担軽減のための取組 

  ・対象者  校長、教頭、事務（室）長、事務職員（係長、主任、主事等） 723 人 

  ・回答数  689 人（校長 113 人、教頭 167 人、事務（室）長 117 人、事務職員 292 人） 

・回答率  95.3％ 

 

調査票２ 

・調査項目 ４ 学校施設の老朽化（長寿命化）対策 

        ５ 現金や通帳の管理状況 

  ・対象者  学校 

  ・回答数  118 校（全 128 校中、附属中を設置している高校 10 校は一括して回答） 

・回答率  100％ 
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Ⅱ 集計内容 

１ 財務事務の執行に当たっての取組等 

（１）財務事務の執行に当たり、教育庁財務課や会計管理課作成の既存の事務フローなどを活用してミスの防止に取り組んでいるか。 

  ○ 事務（室）長、事務職員はフロー等を活用してミス防止に取り組んでいる。 

  ○ 校長も概ね取り組んでいるが、教頭は財務事務には関わっていないとの回答が多い。 

   

  

 

 

 

 

※「未回答＝分からない」 
財務事務と関わっていないため、

新規採用職員のため、分からないと

の回答 
（以下、同様） 



 

- 60 - 

 

（２）また、財務事務に係るミスの防止のために学校で独自に取り組んでいることはあるか。 

  ○ 職層により取り組んでいるとの回答率が異なり、意識の違いが見られる。 

（事務長と事務職員にも大きな乖離が見られる）（教頭は財務事務との関わりが薄いため低い） 

  ○ 主に以下の取組みが実施されている。 

 ・ダブルチェック・複数確認。            ・チェックにあたり、担当ごとにマーカーの色を変えて確認者がわかるようにする。 
・カレンダー・ホワイトボード等での「見える化」。   ・マニュアル活用・監査事例共有。 
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（３）職員間や上司との間での相談などは頻繁に行われていると考えているか。 

  ○ 財務事務との関りが薄い教頭を除く全ての職層で相談はできているとの回答。 
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（４）リスク評価シートに定めるとおり、実行者がリスク対応策を確実に履行しているか。 

  ○ 財務事務との関りが薄い教頭を除く全ての職層で履行しているとの回答。 
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（５）担当職員が不在の時でも対応ができるような具体的な体制ができているか。 

  ○ 財務事務との関りが薄い教頭を除く全ての職層で９割程度は体制ができているとの回答。 

  ○ ただし、１割程度はできていないとの回答。 
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（６）他校（他所属）の監査結果や再発防止策について、学校内での周知徹底はされているか。 

  ○ 財務事務との関りが薄い教頭を除く全ての職層で周知徹底されているとの回答。 
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（７）他校（他所属）の監査結果や再発防止策を受け、学校内の事務事業の点検や見直しなどに取り組んでいるか。 

  ○ 財務事務との関りが薄い教頭を除く全ての職層で取り組んでいるとの回答。 
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２ 事務職員の資質向上のための取組 

  ○ 教育庁等が主催する研修への参加が最も多い（85.2％）が、周辺校との勉強会（42.1％）や校内での勉強会（17.9％）などにも多く参加さ

れており、有効な取組と考えられている。 

 

（チャットでの横連携、校内 OJT 等） 
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（チャットでの横連携、校内 OJT 等） 
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３ 県立学校の事務の負担軽減のための取組 

（１）事務職員の事務について、更なる負担軽減が必要と考えているか。 
  ○ 全体の約８割が必要と考えており、特に校長や事務（室）長は必要と考える割合が高い。 
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（２）教員の事務について、事務職員に移管した方がよいと考える事務はあるか。 

  ○ 校長と教頭はあるとの考えが一定数あるが、事務（室）長と事務職員はあるとの考えが少ない。 
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（３）各校で共通する事務で、集約できると考える事務はあるか。 

  ○ 全体の約４割があると考えており、特に事務（室）長はあると考える割合が高い。 

  ○ また、校長と教頭は未回答（わからない）との回答が多い。 

   

  

 

（事務の具体例として回答があったもの） 
・給与・旅費 
・就学支援金 
・報酬支払 
・物品共同調達 
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（４）各校で共通する事務を本庁や各ブロック内の特定の学校に集約することなどは有効と考えるか。 

  ○ 全体の約６割が有効と考えている。 

  ○ また、校長と教頭は未回答（わからない）との回答が多い。 
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４ 学校施設の老朽化（長寿命化）対策 

（１）「県立学校施設の長寿命化計画」についてどの程度理解しているか。 

 
（２）直近の法定点検又は劣化度点検（非構造部材の劣化点検）で、何らかの不備を指

摘されたか。 

 
（３）直近の法定点検又は劣化度点検（非構造部材の劣化点検）の結果を本庁の所管課

に報告したか。 

43.2%

50.0%

6.8% 0.0%
背景・目的・内容を理解している

内容は概ね理解している

存在は知っているが、内容はあまり理解していない

知らない

52.5%

8.5%

9.3%

24.6%

5.1%
躯体への影響が想定される箇所（屋根、外壁等）

人的・物的被害への影響が想定される箇所（エレベー
ター、手すり等）
施設の運営への影響が想定される箇所（受変電設備、
給排水設備、空調設備等）
その他

指摘されていない

97.4%

2.6%

した

しない

（屋根からの雨漏り、壁のひび割れ等） 
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（４）直近の法定点検又は劣化度点検（非構造部材の劣化点検）における不備について

改善したか。 

 
（５）昨年度、日常点検を実施したか。 

 
（６）昨年度の日常点検で、何らかの不備が見つかったか。 

16.1%

17.9%

44.6%

21.4%
改善済

改善見込あり

改善時期未定

その他

87.1%

12.9%

実施した

していない

15.3%
4.5%

18.0%

43.2%

18.9%

躯体への影響が想定される箇所（屋根、外壁等）

人的・物的被害への影響が想定される箇所（エレベー
ター、手すり等）
施設の運営への影響が想定される箇所（受変電設備、
給排水設備、空調設備等）
その他

見つかっていない

（一部のみ改善済等） 

（屋根からの雨漏り、壁のひび割れ等） 
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（７）昨年度の日常点検の結果を本庁の所管課に報告したか。 

 
（８）昨年度の日常点検における不備について改善したか。 

 
（９）昨年度、点検（法定点検又は劣化度点検、日常点検）で判明した不備とは別に、

危険性が高いと認められた箇所（学校において緊急対応が必要と判断した箇所など）

はあったか。 

 

22.3%

77.7%

した

しない

45.9%

13.3%

21.4%

19.4%
改善済

改善見込あり

改善時期未定

その他

40.0%

60.0%

あった

ない

（小修繕は済、大修繕は未済等） 
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（10）危険性が高いと認められた（学校において緊急対応が必要と判断したなどの）内

容は何か。 

 
（11）危険性が高いと認められた箇所（学校において緊急対応が必要と判断した箇所な

ど）があることを本庁の所管課に報告したか。 

 
（12）危険性が高いと認められた箇所（学校において緊急対応が必要と判断した箇所な

ど）について改善したか。 

16.7%

16.7%

25.9%

40.7%

躯体への影響が想定される箇所（屋根、外壁等）

人的・物的被害への影響が想定される箇所（エレベー
ター、手すり等）

施設の運営への影響が想定される箇所（受変電設備、
給排水設備、空調設備等）

その他

69.8%

30.2% した

しない

47.3%

21.8%

16.4%

14.5% 改善済

改善見込あり

改善時期未定

その他 （小修繕は済、大修繕は未済等） 

（スロープ手摺の破損、トイレのタイルの剥離、

倒木のおそれ等） 
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（13）施設維持関係経費（修繕費・工事請負費）は、必要な時期に必要な額を確保できているか。 

 

 

4 86 9261 7622

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

（14）施設維持管理業務や施設の老朽化対策において苦慮している点

は何か。（複数回答可） 【単位：校】

特にない

施設維持管理業務に関する委託契約や修繕工事の際の仕様書作成が難しい

日常点検で不備があるかどうかの判断や、危険性が高いかどうかの判断が難しい

施設維持関係経費（修繕費）を十分に確保できていない

建物の老朽化が著しく、修繕・改修に苦慮している

その他

0
58

73
90

96
93

8

0 20 40 60 80 100 120

（15）施設維持管理業務や施設の老朽化対策のために必要と思われる

点は何か。（複数回答可） 【単位：校】

特にない

施設管理に関するマニュアルの充実

施設管理者向けの研修・説明会等の充実

施設管理に係る相談・サポート体制の充実

施設管理の知識を有する職員の配置や組織体制の充実

施設維持関係経費（保全費、修繕費）の必要額を予算措置

その他

12.1%

29.3%

41.4%

17.2%
必要な時期に、必要な額を全額確保できている

実際の予算措置までに時間はかかるが、必要な額を全額
確保できている
必要な額を確保できていない

その他

（予算がつかない、人員が足りず手が回らない等） 
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○ 「県立学校施設の長寿命化計画」についての理解は、「背景・目的・内容を理解

している」「内容は概ね理解している」が９割以上。 
○ 学校施設の老朽化は県立学校全体で顕著で、屋根・外壁・防水・給排水・トイ

レ・照明・防火設備など、ほぼ全校で何らかの不具合や要修繕箇所が確認。 
○ 応急修繕や小修繕は学校運営費により学校対応、大規模改修は本庁へ要望を出す

ものの、未措置・先送りが多数（「軽微＝学校」、「大規模＝主管課要望・予算待ち」

という二層構造）。 
○ 運営費で賄える範囲は限定的、修繕費は年々増加傾向（複数校で顕著）。 

 
【学校が苦慮している点】 
・修繕・工事の仕様書作成が難しい 
・業者見積の妥当性判断ができない 
・通常業務と並行しての施設管理が限界 

【学校が求める支援】 
・専門職・技術者による巡回点検 
・研修・マニュアルの充実 
・相談・サポート体制の明確化 
・長寿命化工事の「見通し」の提示 
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５ 現金や通帳の管理状況 

（１）公費に係る現金の保管場所はどこか。 

 
（２）公費に係る通帳の保管場所はどこか。 

 
（３）PTA 会費などの私費に係る現金や通帳の保管場所はどこか。 

 

98.3%

0.8% 0.8%

事務室内の金庫

校長室内の金庫

その他

97.5%

1.7% 0.8%

事務室内の金庫

校長室内の金庫

その他

90.7%

1.7%
7.6%

事務室内の金庫

校長室内の金庫

その他 （職員室内の金庫等） 
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（４）現金や通帳の管理に当たって気を付けていることはなにか。 

 
○ 現金・通帳管理は金庫内等で適正に管理。 
○ 通帳・印鑑の分離保管についても徹底し、金庫管理、担当者限定、現金最小化が 
定着。 

 

44.1%

44.1%

11.9% 通帳と印鑑を別々の管
理者にしている

金庫の施錠はその都度
管理者がしている

その他 （通帳と印鑑を別々の金庫で保管等） 


